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広報 2令和４年９月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

夏の終わりの花火

夏の夜空を彩る花火

いろいろな見た目の花火があります

この花火はススキにそっくり

色とりどりの花火が開いて消えていくのを見ていると

少し切ないような悲しいような気分になります

夏の終わりに津南の夜空を彩りました

（９月１日撮影　芦ヶ崎集落秋季祭礼奉納花火）
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箱を階段状に作り、箱を階段状に作り、
休憩したり談笑できるスペースです休憩したり談笑できるスペースです

入入  

口口
交流スペース交流スペース

誰でも自由に使える場所です誰でも自由に使える場所です

「だんだん」の「だんだん」の
看板看板

玄
関
ポ
ー
チ

玄
関
ポ
ー
チ

コワーキングスペースコワーキングスペース
机に向かって集中できる場所です机に向かって集中できる場所です

広報 4令和４年９月号

特 
集
Topic

〈津南町テレワーク交流施設〉〈津南町テレワーク交流施設〉

まちなかオープンスペースまちなかオープンスペース

「だんだん」「だんだん」完成完成！！

玄関ポーチ

※駐車場は国道挟んで
反対側の町営駐車場
もしくは町役場駐車
場をご利用ください。

〈オープン〉令和４年 10 月１日
〈開館時間〉午前 10 時～午後７時 30 分
〈休 館 日〉火曜・水曜（ただし貸し切りイベント時は開館）および年末年始

交流スペース、コワーキングスペースは当面の間、予約なし・無料とします。
ミーティングルームは予約制です。通常開館時間以外の利用には予約が必要です。

まちなかオープンスペースのまちなかオープンスペースの
愛称が愛称が「だんだん」「だんだん」にに

決まりました！決まりました！

応募総数 42 件の中から
選ばれたのは「だんだん」

応募者：吉
よし

田
だ

慶
けい

嗣
じ

さん（秋田市在住）

「だんだん」は津南の言葉で
「だんだんどうも、いつもありがとう」の頭語。
そして、日本一の河岸段丘の眺望を誇る町で

あることから「段丘」。
さらにまちなかオープンスペースの活用により

町が「だんだんと」活性化していく
様子を表現。

今までの店舗時よりも２m ほど内側に入口を引っ込ませる
ことで、新たに玄関部分のポーチとして空間が生まれまし
た。バス停も近いことから、雨風除けができるスペースです。
またチャレンジショップなど開催も可能です。
扉はガラス張りで、中と外がつながっているように見える
仕掛けがあり、入りやすさと解放感を高めています。

※（2）コイン式コピー機
モノクロ・カラーコピーができます。
モノクロコピー　10 円／枚　カラー　50 円／枚
事務所として利用する場合は別料金でプリンターとしても使えます。



事務室事務室
事務所として事務所として

使用します使用します

ミーティングミーティング
ルームルーム

打ち合わせや会議に打ち合わせや会議に
使えます使えます

女子トイレ女子トイレ

多目的トイレ多目的トイレ

コワーキングスペースコワーキングスペース
机に向かって集中できる場所です机に向かって集中できる場所です

DMO推進室だより

5 広報 令和４年９月号

※（1）テレワークとは
多様化する働き方に対応するため、時間や場所を選ばず柔軟に働く形態をいいます。
まちなかオープンスペースでは、テレワーク対応となっている社員が自宅での仕事が
できない場合に事務所としてまとまった期間使用することも可能です。

まるで河岸段丘のような“だんだん”

ミーティングルーム コワーキングスペース

ベースとなる土台の上に、さらに、移動可能な木製のイス
をたくさん置くことで、津南を象徴する河岸段丘を表現。
これらのイスは津南中学校、中等教育学校、町民のみなさ
んからも手伝ってもらい組み立てや塗装などを行いました。
このイスを作る取り組みは、森林環境贈与税の一部を活用
しています。

個室になっており、壁一面を白にしてプ
ロジェクターも映るようにしました。
壁は、一部分がホワイトボードになっ
ています。会議の際にぜひ活用してく
ださい。
またロールカーテンがついているので、
プライバシーが守られるのと、小さい子
ども向けのイベントの際には、プレイン
グルームとしても使えます。

〈使用料〉１時間 200 円

■お問い合わせ先
観光地域づくり課　℡ 765-5454

書架スペース

もともと本屋さんだった場所ということ
もあり、この場所をオープンスペースと
して利用を検討した際に貸し本棚として
の利用が発案されました。棚一つひとつ
を誰でも借りることができ、本を置くも
よし、何か自分の趣味や企業の PR など
にもお使いいただけます。この棚から新
たなつながりが生まれるといいですね。

〈使用料〉１区画 １か月 500 円
１区画はおおよそ縦 35cm 横 35cm 奥行 35cm

コロナ禍でのテレワーク（※ 1）需要に
対応し web 会議や研修、学習スペース
として利用できます。
席は８席。自販機はありませんが、お近
くのお店でテイクアウトした飲み物も持
ち込み可能です。
企業向けのセキュリティの高い Wi-Fi も
完備しています。
コイン式のコピー機（※２）もあります。

用
語
解
説

Q 週休２日なのはなぜですか？

Q 閉館時間は7時半なのですか？

運営について、観光で町を訪れた
かたや、交流スペースとしては、

土曜日と日曜日を開館した上で、運営
上の都合から、火曜と水曜を休みにし
ています。
ただし、オープンスペースとしては休
館となりますが、まとまった貸し切り
での使用を想定しています。
オープンスペースは基本的に出入りが
自由です。フリーなスペースを貸し切っ
て、絵画、作品展などを開催できるよ
うに、オープンスペースをお休みにし
ます。

A

Q & A

平日は十日町に向かう最終バスの
時間に合わせました。

また、それ以降の時間は予約制で貸し
切りにして会議などに使うことができ
ます。

A
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見玉

至 秋成

見倉

前倉

清水川原

結東

至 小赤沢

東
秋
山
林
道

大赤沢

蛇淵の滝

見倉橋

見玉不動尊

逆巻温泉

石落し
（迫力の大絶壁）

穴藤

大嵓
（二段の柱状節理）

結東の石垣田
（つなぐ棚田遺産）

山の展望台
（苗場山を一望）

猿飛橋

前倉橋

萌木の里

見
倉
ト
ン
ネ
ル

405

かたくりの宿

旧大赤沢小

越後妻有 大地の芸術祭 2022

芸術祭で秋山郷を巡る

越
後
秋
山
郷

知ってるようで知らない？

　

秘
境
百
選
「
秋
山
郷
」
は
、
町
民
で
も
長
ら
く
秋
山
郷
に
行
っ
て
い
な
い
人
は

多
い
。
今
回
、
大
地
の
芸
術
祭
で
秋
山
郷
に
５
つ
の
新
作
品
が
設
置
さ
れ
、
来
訪

者
も
増
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
や
魅
力
を
見
つ
け
る
芸
術
祭
め
ぐ
り
で
あ
な

た
の
知
ら
な
い
秋
山
郷
を
発
見
す
る
か
も
。

サイコロふって、巨大双六に挑
戦！地域の豆知識を得たり、跳
び箱などを使った課題をクリア
したりしながらゴールを目指し
ます。子どもから大人まで楽し
める作品です。

かつて地元の人達が作った
手作りの土のプールの写真
から着想。小さな土のプー
ルの水面には、古い写真が
浮かんでは、消えます。子
どもたちの歓声が聞こえそ
うです。

地域の木で作った彫刻を、
炭焼きした作品です。作品
と共に何本も木の幹が林立
したり、壁一面に見倉原生
林の写真を貼ったりと展示
も工夫しています。

設置された冊子を来訪者が
開くと動きだす体験型作品
です。鈴木牧之の書いた北
越雪譜のイラストが浮かび
上がってきます。

妻有双六

記憶のプール

フロギストン Light book
ー北越雪譜ー

M076

M080

M074 M081

秋山マタギの道具や資料が作家の感性
を通して展示しています。民俗学者田
口洋美さんが記録した秋山マタギの記
録映像も上映しています。

秋山生活芸術再生館番 外
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大
地
の
芸
術
祭
の
作
品
や
施
設
の
管
理
な
ど
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

越
後
妻
有
里
山
協
働
機
構
の
職
員
と
し
て
、
か
た
く
り
の
宿
の
支
配

人
に
就
い
た
渡
邊
泰
成
さ
ん
は
、
津
南
の
住
民
が
も
っ
と
芸
術
祭
に

関
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

―
大
地
の
芸
術
祭
を
知
っ
た
の
は
？

　

僕
は
神
戸
の
出
身
で
、
京
都
の
大
学
で
美
術

を
学
ん
で
い
た
当
時
、
大
地
の
芸
術
祭
が
始

ま
っ
た
の
で
す
が
、
美
術
界
で
は
知
ら
な
い
者

が
い
な
い
大
き
な
話
題
で
し
た
。
興
味
は
あ
っ

た
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
越
後
妻
有
に
行
く
機

会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
津
南
に
来
た
き
っ
か
け
は
？

　

十
日
町
市
の
知
人
が
芸
術
祭
に
関
わ
っ
て
い

て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
管
理
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
か
た
く
り
の
宿
を
経
営
し
て
く
れ
る
人

を
探
し
て
い
る
。」
と
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
。

当
時
、
芸
術
祭
は
十
日
町
で
行
っ
て
い
る
も
の

と
思
っ
て
い
て
、
津
南
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
無

か
っ
た
ん
で
す
が
、
応
募
し
て
妻
と
二
人
移
住

し
ま
し
た
。

―
秋
山
郷
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

　

そ
れ
ま
で
長
野
の
山
小
屋
で
働
い
て
い
た
の

で
、
山
あ
い
の
生
活
そ
の
も
の
は
慣
れ
て
い
た

ん
で
す
が
、
旅
館
の
経
営
は
教
え
て
く
れ
る
人

も
い
な
く
て
、
苦
労
し
ま
し
た
。
今
は
旅
館
の

経
営
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
し
、
子
ど
も
た
ち

も
生
ま
れ
、
何
と
か
や
れ
て
ま
す
。

―
秋
山
郷
の
魅
力
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

　

や
は
り
「
人
」
だ
と
思
い
ま
す
。
豊
か
な
自

然
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
他
地
域
に
も

あ
り
ま
す
。
で
も
秋
山
郷
に
生
き
て
い
る
人
た

ち
の
話
は
、
こ
の
雪
国
で
の
生
き
ざ
ま
を
聞
く

だ
け
で
面
白
い
で
す
し
、
こ
こ
で
し
か
な
い
も

の
で
す
。
今
回
大
赤
沢
の
藤
ノ
木
幸
博
さ
ん
が
、

大
赤
沢
小
学
校
で
来
訪
者
に
案
内
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
と

思
い
ま
す
。

―
か
た
く
り
の
宿
は
芸
術
祭
の
作
品
も
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
運
営
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　

少
し
ず
つ
宿
泊
客
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
芸

術
祭
の
年
は
多
く
な
り
ま
す
。
食
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
地
元
の
食
材
は
す
ご
い
力
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
う
ま
く
引
き
出
し
て
魅

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

か
た
く
り
の
宿　

渡
邊 

泰
成 

さ
ん

芸術祭
私
その５

と

芸術祭 11/13 日まで開催中 !!
〜秋でも見られる作品の公開日〜

【TV ドキュメンタリー放映のお知らせ】
９月 30 日㈮　午後７時 30 分〜　NHK「金よう夜  きらっと新潟」
越智良江さん演出、津南の子どもたち出演の芸術祭の演劇を追いました。

作品番号 作品名 公開日 場所

M001 ドラゴン現代美術館 マウンテンパーク津南

M002 カモシカの家族 マウンテンパーク津南

M003 森 マウンテンパーク津南

M005 再生 マウンテンパーク津南

M011 かささぎたちの家 上野集落

M019 「記憶 - 記録」足滝の人々 足滝集落

M024 0121-1110=109071 マウンテンパーク津南

M026 時を超える旅 上野公民館

M028 国境を越えて・山 穴山集落

M052 越後妻有「上郷クローブ座」 土日祝のみ公開 上郷クローブ座

M057 「上郷クローブ座」看板ロゴタイプ 土日祝のみ公開 上郷クローブ座

M063 上郷バンドー四季の歌 土日祝のみ公開 上郷クローブ座

M065 香港ハウス（建築設計） 土日祝のみ公開 香港ハウス

新 M068 シネマ上郷 土日祝のみ公開 上郷クローブ座

新 M069
部屋とピアノの為のコンポジ
ション「偽ハルモニア論」

土日祝のみ公開
上郷クローブ座
レッスン室

新 M073 Invisible Grove 〜不可視の杜〜 火・水曜以外公開 苗場酒造

新 M074 フロギストン 土日祝のみ公開 大赤沢小学校

新 M076 妻有双六 火・水曜以外公開 かたくりの宿

新 M077 自然。共話。 土日祝のみ公開 香港ハウス

新 M080 記憶のプール 土日祝のみ公開 大赤沢小学校

新 M081 Light book - 北越雪譜 - 土日祝のみ公開 大赤沢小学校

新 番外 秋山生活芸術再生館 土日祝のみ公開 大赤沢小学校

●
ニ
ブ
ロ
ー
ル
公
演 

「
距
離
の
な
い
旅
」

〈
開
催
日
〉　

10
月
７
日
㈮
～
10
月
10
日
㈪

　

各
日　

午
後
４
時
開
演
（
開
場
は
30
分
前
）

〈
会　

場
〉　

越
後
妻
有
上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座

〈
料　

金
〉　

一
般　

前
売
り
１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
２
，
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　

小
中
高
生　

８
０
０
円

〈
定　

員
〉　

各
回
30
名

　

大
地
の
芸
術
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
購
入
で
き
ま
す
、
ま
た
上
郷
ク
ロ
ー

ブ
座
や
M
o
n
E
T
で
も
チ
ケ
ッ
ト
販
売
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  inform
ation

「コロナじゃなかった
らああしてたのに、っ
ていうどこかに行っ
ちゃった時間たちの
旅に出ます。元上郷
中学校全体を舞台に
した回遊型パフォー
マンスです。ダンス
や演劇、美術、映像、
音楽などが紡ぎ出す
時間と場所へ、一緒
に距離のない旅に出
ましょう。」

（作家コメント抜粋）
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

「
愛
の
協
力
運
動
」新
潟
県

保
護
観
察
協
会
会
費
に
つ
い
て

も
し
も
・
・
・
に
備
え
て

「
人
生
会
議
」を
し
て
み
ま
せ
ん
か

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の

皆
様
に
新
し
い
保
険
証
を
交
付
し
ま
す

く
ら
し

犬
・
猫
に
関
す
る
講
演
会

　

７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
行
わ
れ
た
法

務
省
主
唱
の
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

並
び
に
「
愛
の
協
力
運
動
」
新
潟
県
保
護

観
察
協
会
会
費
募
集
に
つ
い
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

「
会
費
」
は
、
８
月
末
日
現
在
、

　

５
２
４
，
６
３
８
円
で
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
拠
出
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
浄

財
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ
く
り
に

広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

誰
も
が
必
ず
歳
を
と
り
、
や
が
て
死
を
迎

え
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
ど
ん
な
最
後
を
迎
え

た
い
で
す
か
？
あ
な
た
が
望
む
医
療
や
ケ
ア

に
つ
い
て
、
普
段
の
生
活
の
中
で
身
近
な
人

と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

10
月
９
日
㈰　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
受
付　

午
後
１
時
30
分
～
）

■
場
所

　

越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十
ろ
う
」

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
併
用
開
催

■
内
容

講
演
「
い
い
塩
梅
で
人
生
を
。
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
未
来
を
創
ろ
う
！
」

講
師
：
ふ
じ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
い
づ
み
氏

■
申
込
締
切　

10
月
３
日
㈪

■
お
申
し
込
み
先

　

十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会

　

℡
７
５
２
‐
３
６
０
６

　

ま
た
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
、

関
心
と
理
解
を
深
め
広
く
住
民
の
間
に
動

物
愛
護
の
気
風
を
招
来
し
、
生
命
尊
重
の

涵
養
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
２
日
㈰

　

午
後
２
時
15
分
か
ら
３
時
45
分

■
会
場

　

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
千
年
の
森
ホ
ー
ル
）

■
対
象　

犬
や
猫
の
飼
い
主

■
参
加
費　

無
料

■
定
員

　

先
着
30
名
（
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
。）

■
内
容　

犬
・
猫
の
病
気
や
介
護
に
つ
い
て

■
主
催

　

十
日
町
市
動
物
愛
護
推
進
大
会
実
行
委
員
会

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
保
健
所　

衛
生
環
境
課

　

℡
７
５
７
‐
２
７
０
７

　

10
月
１
日
か
ら
医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合

が
見
直
し
と
な
り
ま
す
。そ
の
こ
と
に
伴
い
、

新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬
ま
で
に
お
手
元

に
届
く
よ
う
お
送
り
し
ま
す
。
窓
口
負
担
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
保
険
証
に
同
封
し
て
あ

り
ま
す「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
し
お
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
新
し
い
保
険
証
の
変
更
内
容

①
色　

オ
レ
ン
ジ
色

②
有
効
期
限　

令
和
５
年
７
月
31
日

③
交
付
年
月
日　

令
和
４
年
10
月
１
日

・
７
月
に
交
付
し
た
空
色
の
保
険
証
は
、
町

役
場
に
返
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
細
断
し

処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
注
意
事
項

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
（
緑
色
の
証
書
）」「
限
度
額
適
用
認
定
証
（
紫

色
の
証
書
）」
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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電
気
柵
撤
去
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
！

あ
な
た
も
里
親
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
に

係
る「
支
給
要
件
確
認
書
」の
返
送

は
お
済
み
で
す
か

　

電
気
柵
撤
去
に
関
し
て
、
お
困
り
の
か
た

が
い
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

５
月
に
有
害
鳥
獣
対
策
担
当
と
し
て
着

任
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
お
手
伝
い

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

　

10
月
は
里
親
月
間
で
す
。「
里
親
制
度
」

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

様
々
な
理
由
で
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど

も
を
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
を
も
っ
て
心

身
の
成
長
を
支
え
育
て
て
く
だ
さ
る
か
た
を

「
里
親
」
と
い
い
ま
す
。
里
親
に
は
次
の
よ

う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・
養
育
里
親
…
家
族
の
病
気
や
育
児
疲
れ
に

よ
る
短
い
期
間
や
、
そ
の
子
ど
も
に
と
っ

て
必
要
な
一
定
期
間
、
自
分
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
て
養
育
す
る

・
養
子
縁
組
里
親
…
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養

親
に
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
子
ど
も
を

養
育
す
る

　

協
力
し
た
い
、
詳
し
く
話
を
聞
い
て
み
た

い
と
い
う
か
た
は
、
南
魚
沼
児
童
相
談
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

南
魚
沼
児
童
相
談
所

　

℡
０
２
５
‐
７
７
０
‐
２
４
０
０

　

町
が
７
月
７
日
に
給
付
金
の
対
象
と
な
り

う
る
世
帯
の
世
帯
主
宛
に
発
送
し
た
、
令
和

４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨

時
特
別
給
付
金
に
係
る「
支
給
要
件
確
認
書
」

に
つ
い
て
、
返
送
期
限
が
10
月
７
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
返
送
が
お
済
で
な
い
か
た

は
お
早
め
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で

に
返
送
が
な
い
場
合
は
、
給
付
金
の
支
給
を

辞
退
し
た
と
み
な
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
収
入
が
減
少
し
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
家

計
急
変
世
帯
の
給
付
金
申
請
期
限
は
９
月
30

日
で
す
。
次
の
判
定
基
準
を
参
考
に
、
対
象

の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
福
祉
保
健
課
福
祉

班
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
申
請
書
等
を
送
付

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
町
の
職
員
が

給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

等
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
不
審
な
電
話
や
郵
便
物
が
届
い
た
ら
、

町
や
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

【
判
定
基
準
】

畑
地
の
土
づ
く
り
事
業
補
助
金

　

園
芸
品
目
の
良
食
味
・
安
定
生
産
や
、
化

学
肥
料
を
減
少
さ
せ
た
栽
培
方
法
の
拡
大
に

向
け
て
、
畑
地
に
お
け
る
堆
肥
散
布
作
業
委

託
料
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
農
家

　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

　

②
町
内
に
畑
地
を
有
し
て
い
る

　

③
４
月
～
11
月
末
ま
で
に
堆
肥
散
布
作
業

　
　

を
委
託
し
た
農
家

■
補
助
対
象
経
費
お
よ
び
補
助
率

　

畑
地
へ
の
堆
肥
散
布
作
業
を
委
託
し
た
農

家
に
対
し
て
、
委
託
費
（
税
別
）
の
３
分
の

１
を
補
助
す
る
。

■
提
出
書
類

・
申
請
書

・
領
収
書
等
の
根
拠
資
料

※
申
請
書
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く

か
、
農
林
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

　

令
和
４
年
12
月
28
日
ま
で

■
申
請
書
等
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

扶養している親族の状況 非課税相当収入限度額
※給与収入の場合

参考：
月額の目安限度額

単身又は扶養親族がいない場合 93.0 万円 7 万 7500 円

配偶者・扶養親族（1 名）を
扶養している場合 137.8 万円 11 万 4833 円

配偶者・扶養親族（計 2 名）を
扶養している場合 168.0 万円 14 万円

配偶者・扶養親族（計 3 名）を
扶養している場合 209.7 万円 17 万 4750 円

配偶者・扶養親族（計 4 名）を
扶養している場合 249.7 万円 20 万 8083 円

障害者、未成年者、寡婦、
ひとり親の場合 204.3 万円 17 万 250 円
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相
　
談

子
育
て

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

令
和
５
年
度
保
育
園
入
所
受
付

司
法
書
士
無
料
相
談
週
間

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
、
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

※
今
後
３
か
月
の
開
催
予
定
日

　

10
月
…
…
…
12
日
㈬

　

11
月
…
…
…
９
日
㈬

　

12
月
…
…
…
14
日
㈬

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
11
月
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容

　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動
産
、
交
通

事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
家
庭
内

ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

来
年
度
の
保
育
園
入
所
申
し
込
み
の
受
付

を
行
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
す
る
か
た
は
、

教
育
委
員
会
子
育
て
教
育
班
ま
た
は
各
保
育

園
か
ら
申
込
用
紙
等
を
受
け
取
り
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
込
用
紙
等
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

■
受
付
期
間

　

10
月
３
日
㈪
～
10
月
20
日
㈭

※
次
年
度
の
保
育
士
配
置
及
び
予
算
編
成
の

関
係
上
、
受
付
期
間
が
こ
の
時
期
と
な
り

ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
保
育
園
の
定
員
等

・
下
表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
入
所
対

象
児
童
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
で
の
満

年
齢
で
す
。

・
乳
児
保
育
は
８
ヶ
月
以
上
１
歳
未
満
児
が

対
象
で
す
。

・
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
所
選
考
が
あ

り
ま
す
。

■
年
度
途
中
入
所
に
つ
い
て

　

出
産
予
定
で
令
和
５
年
度
途
中
に
仕
事
復

帰
が
決
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
途
中
入
所
を
希

望
す
る
か
た
も
、
必
ず
受
付
期
間
内
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
近
年
３
歳
未
満
児
の
入
所
が
急
増
し
て
お

り
、
年
度
途
中
の
３
歳
未
満
児
の
入
所

は
、
保
育
士
の
配
置
が
決
定
し
て
い
る

（
追
加
で
未
満
児
に
保
育
士
を
割
り
当
て
る
こ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
10
月
１
日

「
法
の
日
」
に
因
ん
で
、
会
員
各
事
務
所
に

お
い
て
左
記
の
と
お
り
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
期
間

　

10
月
３
日
㈪
～
10
月
９
日
㈰
ま
で

　
（
土
曜
、
休
日
に
相
談
希
望
の
場
合
は
、
事
前
に

相
談
場
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
時
間　

各
事
務
所
執
務
時
間
内

■
場
所　

新
潟
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

■
内
容

　

町
民
生
活
一
般
に
関
す
る
法
律
相
談
（
登

記
・
訴
訟
・
相
続
・
成
年
後
見
・
多
重
債
務
・
悪

徳
商
法
等
）

■
そ
の
他

　

事
前
に
お
電
話
で
予
約
等
を
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会

　

℡ 

０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

施設名・（所在地）・定員

ひ
ま
わ
り
保
育
園
（
大
割
野
）　   

120
人

北
部
保
育
園
（
十
二
ノ
木
）　　

   

70
人

上
郷
保
育
園
（
上
郷
逆
巻
）　　

   

60
人

わ
か
ば
保
育
園
（
谷
内
）　　
　

   

60
人 

こ
ば
と
保
育
園
（
正
面
）　　
　

   

70
人

入所対
象児童

全
就
学
前
児
童
（
０
歳
〜
５
歳
）

保育料

父
母
の
所
得
に
応
じ
た
住
民
税
合
算

額
等
に
よ
り
決
定

給食

あ
り
（
３
歳
以
上
児
は
主
食
持
参
）

と
が
難
し
い
）
た
め
、
保
育
園
に
入
所
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
入
園
の
基
準
・
手
続
き
に
つ
い
て

　

入
園
の
基
準
や
手
続
き
な
ど
、
詳
し
い

内
容
は
、
入
所
申
込
書
に
同
封
す
る
お
知

ら
せ
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

子
育
て
教
育
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
８
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募
　
集

令
和
５
年
度
津
南
町
職
員
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

令
和
５
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
資
格
免
許
職
（
追
加
募
集
）】

１　

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

⑴
理
学
療
法
士 
１
名
程
度

⑵
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
） 
若
干
名

⑶
看
護
助
手 

１
名
程
度

２　

受
験
資
格

⑴
理
学
療
法
士

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
理

学
療
法
士
の
資
格
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込

み
の
者

⑵
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

看
護
師
等
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見

込
み
の
者

⑶
看
護
助
手

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格
を
有

す
る
者

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修
了
し
た
者
ま

た
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
修
了
見

込
み
の
者

⑷
上
記
ど
の
職
種
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
美
雪
町  

１
戸
】

【
大
船
町
営
住
宅 

２
戸
】

■
構
造

　

平
成
25
年
建
設　

木
造
２
階
建

　

平
成
29
年
建
設　

中
層
耐
火
４
階
建

■
面
積
お
よ
び
間
取
り

　

79
㎡
／
２
間
（
洋
室
１
・
和
室
１
）
／

　

Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／
浴
室

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
（
看
護
師
（
准

看
護
師
を
含
む
。
）
、
看
護
助
手
を
除
く
。
）

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

３　

試
験
日
時
及
び
会
場

⑴
面
接
試
験

①
対
象
者　

　

理
学
療
法
士
、
看
護
師
（
准
看
護
師
）、
看

護
助
手
の
受
験
申
込
者

②
期
日
等　

　

11
月
中
旬
に
町
立
津
南
病
院
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場
所
等
に
つ
い

て
は
、
決
定
次
第
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

４　

受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

⑴
申
込
期
間

　

令
和
４
年
９
月
21
日
㈬
か
ら

　

令
和
４
年
10
月
20
日
㈭
ま
で

㊟
１　

郵
送
の
場
合
は
、
10
月
20
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

㊟
２　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、土
・

日
曜
日
お
よ
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。）

受
け
付
け
ま
す
。

⑵
申
込
場
所

　

津
南
町
役
場　

総
務
課

５　

受
験
手
続

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊

　

５
８
５
番
地

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押
印

し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を
貼
り
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

　

69
㎡
／
３
間
（
洋
室
３
）
／
Ｄ
Ｋ
／

　

ト
イ
レ
／
浴
室

■
家
賃　

所
得
に
応
じ
て
設
定

■
敷
金　

１
か
月
分

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
所
得
が
１
か
月
15
万
８
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
（
住
む
所
に
困
っ

て
い
る
）
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法

　
「
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建
設
課
土
木

班
に
用
意
）
を
提
出
し
、
そ
の
場
で
担
当
職

員
と
面
接
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間　

９
月
20
日
㈫
～
11
月
18
日
㈮

■
入
居
日　

12
月
上
旬
ご
ろ

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
町
長
が
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６
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子
育
て
支
援
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
次
の
通
り
子
育
て
支
援
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
住
所

・
中
津
子
育
て
支
援
住
宅

　

中
深
見
乙
９
５
３
１

・
上
郷
子
育
て
支
援
住
宅

　

上
郷
子
種
新
田
３
９
４
番
地
２

■
構
造　

木
造
２
階
建

■
募
集
戸
数　

各
２
戸

■
間
取
り　

２
Ｄ
Ｋ

■
家
賃　

１
か
月
一
律
２
万
円

■
敷
金　

２
か
月
分

■
入
居
資
格

①
中
学
生
以
下
の
子
供
が
い
る
世
帯
又
は
、

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
世
帯
。

②
現
に
町
内
に
居
住
し
て
い
る
か
、
又
は
津

南
町
に
定
住
を
希
望
し
、
入
居
後
速
や
か

に
子
育
て
支
援
住
宅
の
住
所
に
移
転
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
。

④
税
金
な
ど
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法

　
「
子
育
て
支
援
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建
設

課
土
木
班
に
用
意
）
を
提
出
し
、
そ
の
場
で
担

当
職
員
と
面
接
。

■
申
込
期
間　

９
月
20
日
㈫
～
11
月
18
日
㈮

■
入
居
日　

12
月
上
旬
ご
ろ

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
町
長
が
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
次
の
通
り
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
正
面
住
宅
３
号
棟　

１
戸
】

■
構
造

　

平
成
10
年
建
設　

木
造
高
床
式
２
階
建

■
面
積
お
よ
び
間
取
り

　

81
・
66
㎡
／
３
間
／
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／

　

浴
室

■
家
賃　

１
か
月
５
万
円

■
敷
金　

１
か
月
分

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
原
則
と
し
て
所
得
が
１
か
月
15
万
８
千
円

以
上
60
万
１
千
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
。

④
税
金
な
ど
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法

　
「
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建

設
課
土
木
班
に
用
意
）
を
提
出
し
、
そ
の
場
で

担
当
職
員
と
面
接
。

■
申
込
期
間　

９
月
20
日
㈫
～
11
月
18
日
㈮

■
入
居
可
能
予
定
日　

12
月
上
旬
ご
ろ

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
町
長
が
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

「
第
66
回
津
南
町
美
術
展
」

作
品
大
募
集
中
！

　

毎
年
多
く
の
町
内
美
術
愛
好
家
の
か
た
か

ら
出
品
を
し
て
い
た
だ
て
い
ま
す
、
津
南
町

美
術
展
を
今
年
も
開
催
を
し
ま
す
。

　

町
内
で
美
術
・
工
芸
作
品
を
創
作
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
の
創
作
活
動
の
成
果

を
お
披
露
目
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

作
品
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

　

10
月
25
日
㈫
～
11
月
６
日
㈰
の
13
日
間

■
会
場

　

文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚
室
・
和
室

■
募
集
作
品

　

日
ご
ろ
か
ら
創
作
し
て
い
る
美
術
・
工
芸

作
品
な
ら
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
昨
年
の
出
品
作
品
・
・
・
水
墨
画
、
絵
画
、

絵
手
紙
、
折
り
紙
、
書
付
、
陶
芸
、
手

芸
、
押
し
花
、
写
真
、
木
工
作
品
な
ど
全

１
５
９
作
品

■
出
品
資
格

　

町
内
在
住
も
し
く
は
町
内
に
お
勤
め
の
か

た
な
ら
ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

お
電
話
も
し
く
は
直
接
文
化
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
申
し
込
み
の
際
に
は
、氏
名
（
団
体
名
）・

住
所
・
連
絡
先
・
作
品
分
野
・
出
品
数
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

令
和
４
年
10
月
17
日
㈪

■
そ
の
他

　

会
場
の
広
さ
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
出
品
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

11
月
７
日
㈪
に
美
術
展
の
片
付
け
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

健
　
康

　

今
冬
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
警
戒
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
者
と
小
児
・
妊
婦
を
対
象

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一

部
助
成
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
か
た
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
時
に
重
症
化
し
や
す
い

こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
高
齢
者
対
象

■
令
和
４
年
度
対
象
者

　

予
防
接
種
日
に
津
南
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
か
た

①
65
歳
以
上

②
60
歳
～
64
歳
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
害
を
有

し
、
か
つ
総
合
等
級
が
１
級

※
②
の
か
た
に
は
接
種
券
を
お
送
り
し
ま

す
。

■
接
種
自
己
負
担
額　

１
，
５
６
０
円

※
「
町
民
税
非
課
税
世
帯
」
ま
た
は
「
生
活

保
護
受
給
世
帯
」
に
属
す
る
か
た
は
自
己

負
担
が
免
除
さ
れ
ま
す
（
接
種
の
前
に
福
祉

保
健
課
に
申
請
が
必
要
で
す
）。
申
請
時
に
お

渡
し
す
る
「
免
除
券
」
を
忘
れ
ず
に
接
種

当
日
に
医
療
機
関
に
提
出
く
だ
さ
い
。
免

除
券
の
提
出
が
な
い
場
合
、
免
除
対
象
の

か
た
で
あ
っ
て
も
自
己
負
担
額
が
発
生
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
助
成
実
施
期
間

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

※
実
際
の
接
種
日
等
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
各
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
期
間

内
で
も
受
付
が
終
了
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
医
療
機
関
・
接
種
方
法

・
対
象
者
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
各
自
必
要
な
も

の
（
接
種
券
、
障
害
者
手
帳
、
免
除
券
な
ど
）

を
持
参
し
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
県
内
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
１
，
５
６
０

円
で
接
種
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
長
野
県

の
「
い
い
や
ま
診
療
所
」
「
飯
山
赤
十
字

病
院
」
で
も
同
様
の
金
額
で
接
種
が
可
能

で
す
。
そ
れ
以
外
の
県
外
医
療
機
関
で
接

種
を
受
け
た
場
合
は
、
払
い
戻
し
に
よ
る

助
成
と
な
り
ま
す
（
申
請
が
必
要
で
す
）
。

・
津
南
病
院
は
左
記
の
日
程
と
な
り
ま
す
。

　

予
約
受
付
：
９
月
26
日
㈪
～
12
月
16
日
㈮

　

接
種
期
間
：
10
月
３
日
㈪
～
12
月
23
日
㈮

　

（
電
話
予
約
…
平
日
午
後
２
時
～
４
時
）　

■
そ
の
他

・
こ
の
予
防
接
種
は
定
期
接
種
で
す
。
説
明

書
を
よ
く
読
み
、
接
種
の
効
果
や
副
反
応

に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
小
児
・
妊
婦
対
象

■
令
和
４
年
度
対
象
者

　

予
防
接
種
日
に
津
南
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
か
た

・
小
児
…
６
か
月
齢
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

・
妊
婦

■
接
種
助
成
額

・
小
児
…
２
，
０
０
０
円
（
１
回
あ
た
り
）

・
妊
婦
…
１
，
０
０
０
円

※
接
種
料
金
か
ら
助
成
額
を
引
い
た
額
が
自

己
負
担
額
と
な
り
ま
す
。

※
接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
各
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
助
成
実
施
期
間

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

※
実
際
の
接
種
日
等
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
各
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
期
間

内
で
も
受
付
が
終
了
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
協
力
医
療
機
関

〔
小
児
・
妊
婦
と
も
実
施
〕

　

石
川
医
院
、
古
藤
医
院
、
池
田
医
院
、
上

村
診
療
所
（
小
児
は
13
歳
以
上
の
み
）、
た
か
き

医
院
、
本
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
山
口
医
院
（
袋

町
）、
山
口
医
院
（
下
条
）

〔
小
児
の
み
実
施
〕

　

津
南
病
院
、
庭
野
医
院
、
十
日
町
中
央
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
飯
山
赤
十
字
病
院

※
津
南
病
院
は
左
記
の
日
程
に
な
り
ま
す
。

　

予
約
受
付
：
９
月
26
日
㈪
～
12
月
16
日
㈮

　

接
種
期
間
：
10
月
３
日
㈪
～
12
月
23
日
㈮

　
（
電
話
予
約
…
平
日
午
後
２
時
～
４
時
）

■
接
種
方
法

　

対
象
者
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
必
要
な
も
の
（
母

子
手
帳
な
ど
）
を
持
参
し
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
で
す
。
説
明

書
を
よ
く
読
み
、
接
種
の
効
果
や
副
反
応

に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
受
け
た
場

合
は
、
払
い
戻
し
に
よ
る
助
成
と
な
り
ま

す
（
申
請
が
必
要
で
す
）
。

○
共
通
事
項

・
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
マ
ス
ク
の
着

用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
接
種
日
の
２
週
間
以
内
に
発
熱
や
風
邪
症

状
が
あ
る
場
合
な
ど
は
接
種
を
ご
遠
慮
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

※
接
種
の
予
約
な
ど
は
医
療
機
関
に
直
接
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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広報 14令和４年９月号

　８月 26 日に上郷小学校の６年生が、模擬議会を体
験しました。子どもたちが議長・議員の立場になり、
石田タマヱ議員と村山道明議員が町の立場で質疑答弁
を行いました。子どもたちは様々な質疑をし、答弁を
真剣に聴いていました。また、９月 12 日には議会傍
聴もしました。

↑最後はみんなで記念撮影

 芦ヶ崎小学校の児童が作った野菜はいかがですか？
— ８月31日　竜神の館 —

 上郷小学校の児童が模擬議会を体験しました
— ８月26日　津南町役場 —

　８月 31 日に芦ヶ崎小学校の５・６年生が、自分た
ちで作った野菜を竜神の館に搬入しました。この日は
カボチャ、ピーマン、シシトウを収穫し、竜神の館の
販売スペースに並べました。収穫状況にもよりますが、
ピーマンとシシトウは 9 月末頃まで、カボチャは 10
月中旬頃まで、さつまいもは 11 月中旬頃から販売さ
れる予定です。

↑立派なカボチャが収穫できました！

↑それぞれが考えた質問を質問しました

↑議長席にも座らせてもらいました

↑ひとつひとつにイラストも貼りつけました



15 広報 令和４年９月号

①体調の悪いかた、発熱または風邪症状のあるかたは参加をご遠慮ください 。
②当日はマスクの着用・手指消毒にご協力願います。
③感染の状況の拡大などにより、中止となる場合があります。

※感染症予防のため、当日は以下の点にご協力をお願いいたします※※感染症予防のため、当日は以下の点にご協力をお願いいたします※

認知症の人やその家族を支えるために、ご本人、家族、地域住民、支援者など、ご自分の
立場から、高齢者の「もしも・・・」の行方不明について理解を深めてみませんか？

〈内容〉・近年の高齢者行方不明の状況
　　　　・「はいかいシルバー SOS ネットワーク」システムについて

あなたの大切な家族がいなくなったら…
　～認知症の人を支える地域の仕組みについて学ぼう！～

認知症になっても、住み慣れた地域で安心して暮らすために
は、地域に住むみなさんが認知症について理解を深めること
が大切です。その理解がご本人や家族の支えになります。

令和４年10月15日（土）
午前10時～12時 （午前９時30分 開場）

津南町役場3階大会議室

地域包括支援センターまでお電話にて申し込みください
申し込み締め切り ：10月7日（金）まで

〈講師〉 十日町警察署地域課 津南交番所長  髙村 昌志 氏

日 時

会 場 70名定 員

講 演

申込方法

地域で支えよう みんなの笑顔

津南町認知症見守りキャラクター
にんこっこ第第1111回回

事前申込が事前申込が
必要です必要です

■お申し込み先・お問い合わせ　津南町地域包括支援センター　℡７６５- ５４５５

認認知知症症
ミニフォミニフォーーラムラム

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！



いきいき
大好き
津南町

広報 16令和４年９月号

《 

２
に
食
事　

　  

～
食
事
は
毎
日
バ
ラ
ン
ス
よ
く
～ 

》

　

第
７
期
津
南
町
保
健
医
療
福
祉
計
画
に
よ

る
と
、
町
民
の
朝
食
の
欠
食
率
は
平
成
28
年

度
20
歳
代
が
35.0
％
、
30
歳
代
が
26.7
％
で
す
。

新
潟
県
の
目
標
値
は
両
年
代
と
も
に
15
％

で
、
町
に
お
い
て
も
令
和
３
年
度
目
標
値
を

20
歳
代
25
％
、
30
歳
代
20
％
と
定
め
、
欠
食

率
の
改
善
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の
普

及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

●
毎
日
10
食
品
を
目
標
に

　

□ 

肉　

類

　

□ 

魚
介
類

　

□ 

卵

　

□ 

牛
乳
・
乳
製
品

　

□ 

大
豆
・
大
豆
製
品

　

□ 

緑
黄
色
野
菜

　

□ 

海
藻
類

　

□ 

い
も
類

　

□ 

果　

物

　

□ 

油
脂
類

 
●
年
齢
に
合
っ
た
食
事
の
と
り
方
を

　

青
年
期
・
中
年
期
は
・
・
・

　

肥
満
や
カ
ロ
リ
ー
の
摂
り
過
ぎ
に
注
意
!!

　

高
齢
期
に
な
っ
た
ら
・
・
・

　
　
　
　
　

や
せ
す
ぎ
や
低
栄
養
に
注
意
!!

～
１い
ち

に
運
動 

２に

に
食
事

　

し
っ
か
り
禁
煙 

最
後
に
ク
ス
リ
～

９
月
は「
健
康
増
進
普
及
月
間
」で
す
。

つなん健康ポイント対象イベント！参加・達成で各 5 ポイント！

≪実施期間≫　令和４年 10 月 1 日㈯ ～ 11 月 30 日㈬の連続する 30 日間
≪参加条件≫　18 歳以上（学生除く）の津南町民、または町外在住で津

南町内に勤務しているかた
≪方　　法≫　3 人～ 5 人チームを編成し、30 日間の合計歩数「100 万歩」を目指す。
≪申込方法≫　町ホームページから「参加申込書」をダウンロード、または福祉保健

課の「参加申込書」を記入し、福祉保健課へ提出下さい。
≪申込締切≫　10 月 31 日㈪

※ FAX でも可（ FAX：025-765-4625　総務課受付 ）

秋の 『目指せ！チーム 100 万歩』参加者募集！秋の 『目指せ！チーム 100 万歩』参加者募集！

《 

し
っ
か
り
禁
煙 

　
　
　
　
　
～
受
動
喫
煙
も
要
注
意
～
》

　

令
和
３
年
度
の
町
特
定
健
診
に
お
け
る
問

診
票
の
集
計
結
果
で
は
、『
現
在
、
た
ば
こ
を

習
慣
的
に
吸
っ
て
い
る
』
人
の
割
合
が
17.5
％

で
、
県
（
13
％
）
や
国
（
13.8
％
）
と
比
較
し
高

い
状
況
で
し
た
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
発
が
ん
性
物
質
等
の

有
害
物
質
が
多
く
含
ま
れ
、「
健
康
へ
の
最
大

の
危
険
因
子
」と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

喫
煙
者
が
直
接
吸
い
込
む
煙
（
主
流
煙
）
よ
り

も
、
た
ば
こ
の
先
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
煙
（
副

流
煙
）
の
ほ
う
が
ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
な

ど
の
有
害
物
質
の
濃
度
が
高
く
、
家
族
や
周

り
の
か
た
の
健
康
に
も
影
響
が
及
ん
で
い
ま

す
。
新
型
た
ば
こ（
加
熱
式
た
ば
こ
・
電
子
た
ば
こ
）

で
も
、
煙
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
有
害
物
質
が

周
囲
に
漂
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
健
康
の

た
め
、
受
動
喫
煙
を
な
く

す
た
め
に
、
禁
煙
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

中
年
期
ま
で
は
「
生
活
習
慣
病
」
予
防
の

た
め
の
食
事
、
高
齢
期
は
「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱

状
態
）」
予
防
の
食
事
へ
と
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

合
言
葉
に
、
ま
ず
は
１
日
10
分
、
家
事
や
通

勤
の
た
め
の
歩
行
時
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
と

定
め
ら
れ
、
生
活
習
慣
病
の
特
性
や
運
動
・

食
事
・
禁
煙
な
ど
個
人
の
生
活
習
慣
の
改
善

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
健
康
づ
く
り
の
実

践
を
促
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

《 

１
に
運
動

　
　
～
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
～
》

　

令
和
３
年
度
の
町
特
定
健
診
に
お
け
る
問

診
票
の
集
計
結
果
に
よ
る
と
、『
１
回
30
分
以

上
の
軽
く
汗
を
か
く
運
動
を
週
２
回
以
上
、

１
年
以
上
実
施
し
て
い
る
』
人
の
割
合
が
、

県
や
国
と
比
較
し
少
な
い
状
況
で
し
た
。

　

身
体
活
動
量
が
多
い
人
は
、が
ん
、心
臓
病
、

高
血
圧
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
に
な
り
に

く
い
と
さ
れ
、
日
頃
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と

が
健
康
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
習
慣
を
持
つ
こ
と
は
、
高
齢

に
な
っ
た
時
に
筋
力
を
維
持
し
、
体
の
バ
ラ

ン
ス
機
能
を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
要
介
護
に
な
る
原
因
の
ひ
と
つ

で
あ
る
転
倒
・
骨
折
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
よ
り
少
し
だ
け
多
く
、
体
を
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。『+

10
（
プ
ラ
ス
・
テ
ン
）』
を

今月は
星名由紀子

保健師
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こ
こ
ろ
の
S
O
S

　
　
聴
こ
え
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～ 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を 

～

９
月
は「
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」

　

新
潟
県
で
は
９
月
10
日
か
ら
の
「
自
殺
予

防
週
間
」
を
含
む
、
９
月
を
「
新
潟
県
自
殺

対
策
推
進
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県

に
お
け
る
令
和
３
年
の
自
殺
者
数
は
４
２
８

人
と
な
り
、
令
和
２
年
の
４
１
３
人
か
ら
15

人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
十
日
町
・
津
南
地
域
は
県
内
で
も
自

殺
者
の
割
合
が
高
く
、
自
殺
対
策
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
津
南
町
の
自
殺
死
亡
率
は
そ
の
年

に
よ
り
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
や
や
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

◆
ス
ト
レ
ス
を
受
け
続
け
る
と
…

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
ス
ト
レ
ス
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
心
身

は
い
っ
た
ん
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
も
の
の
、

適
切
に
対
応
す
れ
ば
日
々
の
生
活
を
快
適
に

過
ご
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、

長
引
け
ば
次
第
に
抵
抗
力
は
失
わ
れ
、
心
身

の
状
態
は
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。

◆
そ
れ
で
も

　

こ
こ
ろ
が
晴
れ
な
い
時
は

　

身
近
な
人
に
相
談
を
し
て
も
こ
こ
ろ
が
晴

れ
な
い
時
や
不
調
が
長
引
き
、
対
処
方
法
が

わ
か
ら
な
い
時
は
専
門
家
の
力
を
借
り
ま

し
ょ
う
。
下
記
の
相
談
窓
口
で
は
専
門
家
が

お
話
を
聞
き
、
悩
み
事
の
解
決
に
向
け
て
一

緒
に
考
え
て
く
れ
ま
す
。

◆
身
近
な
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と

　

身
近
な
人
が
「
普
段
と
様
子
が
変
わ
っ
て

き
た
」
と
感
じ
た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
話
を
聞
く
と
き
は
相
手
の
ペ
ー
ス
に
合

わ
せ
て
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。
相
手
を
否

定
し
た
り
、
意
見
を
押
し
付
け
た
り
せ
ず
、

専
門
家
へ
の
相
談
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
を
取
り
戻
す
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
見
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
安
心

感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
自
分
に
合
っ
た

　

こ
こ
ろ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
！

　

ス
ト
レ
ス
解
消
が
「
義
務
」
に
な
ら
な
い

よ
う
、
心
地
よ
い
と
感
じ
ら
れ
る
、
自
分
に

合
う
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
ス
ト
レ
ス
が

　

限
界
に
達
し
た
時
の
サ
イ
ン

・
快
適
な
睡
眠
を
と
る

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を
持
つ

・
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

・
体
を
動
か
す

・
食
習
慣
を
見
直
す

・
身
近
な
人
に
相
談
す
る

こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
疲
れ
て
い
る
の
に
２
週
間
以
上
眠
れ
な
い
」

「
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
っ
て
い
る
」

「
だ
る
く
て
意
欲
が
湧
か
な
い
」

「
死
に
た
い
」・「
死
の
う
と
思
っ
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

◆
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
５
５
６

毎
日
：
午
後
４
時
～
午
後
９
時

毎
月
10
日
：
午
前
８
時
～
翌
日
午
前
８
時

◆
新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
０
２
５

毎
日
・
24
時
間
対
応

◆
中
越
地
域
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の

　

支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
５
８
‐
８
８
‐
０
０
７
０

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
十
日
町
地
域
振
興
局　

健
康
福
祉
部

℡
７
５
７
‐
２
４
０
２

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
津
南
町
役
場
福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

症　状

こころ
不安・イライラ、集中力の低下、
気分の落ち込み

体
頭痛、動悸、めまい、食欲不振、
だるい、下痢、不眠

行　動
飲酒や喫煙量の増加
生活リズムの変化、暴力、出勤困難、
ネットやギャンブル等への依存

今月は
北村 知子

保健師
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
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O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

見直しましょう！薬との付き合い方見直しましょう！薬との付き合い方
１．かかりつけ薬局を持ちましょう

２．お薬手帳は１人１冊にまとめましょう

３．ポリファーマシー（多剤服用）に注意しましょう

「かかりつけ薬局」とは
処方せんをもらったら、
必ずそこで調剤してもら
うと決めている調剤薬局
のことです。

「お薬手帳」とは
処方された薬の名前・量・
日数・使用法などを記録
できる手帳のことです。

「ポリファーマシー」とは
多剤服用の中でも、副作用や薬物有
害事象（※３）など害をなすものを特
に「ポリファーマシー」と呼びます。

（※３）　薬との因果関係がはっきりしないも
のも含め、患者に生じる好ましくな
い、あるいは意図しない兆候、症状、
または病気。

○○病院 ○○クリニック

○○医院

●薬歴を管理してくれるので、ポリファーマシー ( 多剤服用 )・
重複服薬を回避できる

●薬の組み合わせをチェックしてくれる
●体調が悪い時、体質や症状に合ったＯＣＴ医薬品（※１）を選

んでもらい、セルフメディケーション（※２）をサポートして
もらえる

●処方せんのダブルチェックや残薬の調整をしてもらえる
（※１）　医師に処方してもらう「医療用医薬品」ではなく、薬局やドラッグストア

などで自分で選んで買える「要指導医薬品」と「一般用医薬品」のこと
（※２）　自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること

●薬の重複を避けることができる
●副作用の回避や飲み合わせの確認ができる
●副作用歴、アレルギー歴などの情報を伝えることができる
●災害時や旅先での急病の時に、いつもの薬を伝えることが
　できる

かかりつけ薬局を持つメリット

お薬手帳を持つメリット

●何種類以上の薬を服薬すればポリファーマシーになるという定義はあり
ません。ですが、薬が６種類以上になると、副作用や薬物有害事象が
起こるリスクが高くなるといわれています。また、異なる医療機関か
ら同じ効能の薬が重複して処方される重複服薬も注意が必要です。

薬が多くなると・・・副作用が起こりやすくなります

Kojima T, Akishita M, et al.Geriatr Gerontol Int.2012

■お問い合わせ　福祉保健課　℡７６５- ３１１４

0

5

10

15

１～３ ４～５ ６～７ ８～９ １０以上
薬の数（種類）

６つ以上
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村上 悦崇

１
．Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
安
定
利
用
に

　

  

向
け
た
試
行
調
査

２
．情
報
通
信
環
境
の
整
備
に

　

  

関
す
る
ニ
ー
ズ
等
の
調
査

３
．情
報
通
信
環
境
整
備
計
画
の
策
定

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
鳥

獣
被
害
対
策
担
当
の
村
上
悦
崇
で
す
。暑

い
日
差
し
が
照
り
付
け
て
お
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

私
は
津
南
に
き
て
初
め
て
の
夏
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
今
回
は
、5
月
に
来

て
か
ら
4
か
月
過
ご
し
て
み
て
感
じ
た
こ

と
を
話
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、谷
内
の
フ
ァ
ー
ム
ハ
イ
ツ
で

生
活
し
て
い
る
の
で
す
が
、来
て
す
ぐ
は

鳥
取
や
大
阪
と
比
べ
て
涼
し
い
時
期
が
長

く
、気
持
ち
の
良
い
空
気
と
相
ま
っ
て
と
て

も
過
ご
し
や
す
い
！
と
思
う
と
同
時
に
、ま

だ
雪
が
残
っ
て
い
る
こ
と
や
上
の
方
に
行
く

と
寒
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。谷
内
の
集
落
作
業
で
は
雪
が
驚
く
ほ

ど
残
っ
て
お
り
、こ
の
時
期
で
も
こ
ん
な
に

残
る
の
か
、と
い
ず
れ
来
る
冬
に
少
し
ば
か

り
怖
さ
を
抱
き
な
が
ら
過
ご
し
て
お
り
ま

し
た
。7
月
に
な
る
と
急
激
に
暑
く
な
り

雨
が
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
降
ら
な
か
っ

た
た
め
、梅
雨
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と
思
う

と
同
時
に
、梅
雨
明
け
後
か
ら
雨
が
何
度

も
降
っ
た
た
め
、何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち

で
し
た
。お
盆
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
涼
し

く
な
る
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、こ
ん
な

に
早
く
涼
し
く
な
る
も
の
か
と
本
当
に
驚

き
の
連
続
で
し
た
。

　

さ
て
、私
は
鳥
獣
被
害
対
策
担
当
と

い
う
こ
と
で
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
津
南
の

様
々
な
場
所
に
赴
い
て
い
ま
す
が
、驚
い
た

こ
と
は
そ
の
地
区
ご
と
に
被
害
内
容
が
大

き
く
違
う
こ
と
で
す
。ク
マ
は
ど
の
地
区
に

も
出
現
し
ま
す
が
、特
に
上
郷
・
赤
沢
の
あ

た
り
は
多
い
こ
と
や
、見
玉
の
方
で
は
サ
ル

が
よ
く
出
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、そ
の
場
所

そ
の
場
所
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ゆ
え

に
、複
数
の
鳥
獣
に
対
し
て
対
策
を
練
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
労
と
い
う
の
は
大

変
な
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

8
月
に
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
の
で
、赤
沢
や
中
子
に
J
A
の
方
と
ク
マ

オ
リ
を
仕
掛
け
に
行
き
ま
し
た
。捕
獲
後

に
は
オ
リ
を
洗
い
、再
度
設
置
を
し
て
い

ま
す
が
仕
掛
け
た
数
日
後
に
は
ク
マ
が
掛

か
っ
て
い
た
な
ん
て
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

前
回
の
ク
マ
の
血
が
オ
リ
の
入
り
口
す
ぐ

前
に
残
っ
て
い
た
り
す
る
の
に
、何
度
も
ク

マ
が
入
る
様
子
は
と
て
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
今
年
は
少
な
い
よ
う
で
堅
果
類

が
今
年
は
多
い
の
か
な
？
な
ん
て
思
い
な

が
ら
職
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
の

知
識

豆

　

水
田
や
た
め
池
の
水
位
測
定
や
遠
隔
制

御
、
園
芸
ハ
ウ
ス
で
の
セ
ン
シ
ン
グ
、
鳥
獣

の
生
態
把
握
な
ど
を
自
動
で
行
う
た
め
の
セ

ン
サ
ー
等
を
試
行
的
に
設
置
し
、
安
定
的
な

運
用
が
可
能
か
効
果
を
測
定
し
ま
す
。

実
施
予
定
地
区
：
米
原
地
区
、
大
井
平
地
区

設
置
予
定
機
器
：
基
地
局
、
水
田
セ
ン
サ
ー
、

自
動
給
水
装
置
、
監
視
カ
メ
ラ
、
ハ
ウ
ス
内

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器　

な
ど

　

町
内
農
業
者
等
に
向
け
た
試
行
調
査
状
況

の
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施

し
、
通
信
環
境
整
備
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
等
を

把
握
し
ま
す
。

　

１
及
び
２
の
取
り
組
み
に
基
づ
き
、
町
と

し
て
の
「
情
報
通
信
環
境
整
備
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

〈
参
考
イ
メ
ー
ジ
〉

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足
が
進
む

中
、
農
業
生
産
現
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の

解
決
に
向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
な

ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
（
国
事

業
）
を
活
用
し
て
、
町
内
の
農
業
農
村
イ
ン

フ
ラ
管
理
の
省
力
化
や
高
度
化
を
目
的
と
し

た
「
情
報
通
信
環
境
整
備
計
画
」
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
年
度
は
、
業
務
委

託
先
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
、
次

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

情
報
通
信
環
境
整
備
の

計
画
策
定
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『よくわかる最新代替肉の基本と仕組み』
 ……………………………………………………………………………秀和システム
●『40代からシニアまで睡眠の悩み』
 ………………………………………………………………………………………NHK出版
●『サイバー戦争終末のシナリオ』 ……… 早川書房
●『阿川佐和子のこの噺

はなし

家
か

に会いたい』
 ……………………………………………………………………………………… 文藝春秋
●『小さき王たち ２』 ………………………………… 堂

どう

場
ば

　瞬
しゅん

一
いち

●『こいごころ』 …………………………………………………… 畠
はた

中
なか

　恵
めぐみ

●『よって件のごとし』 ………………………宮
みや

部
べ

　みゆき
●『カレーの時間』 …………………………… 寺

てら

地
ち

　はるな著

【子どもの本】 
●『せつない！いきものの死に方図鑑』
 …………………………………………………………………………………………… 宝島社
●『太陽と月』 ……………………………………………………………… 小学館
●『英雄最強王図鑑』 …………………………………… 学研プラス
●『アンバースデー』 …………………………………… 学研プラス
●『給食室のいちにち』 ……………………………… 大

おお

塚
つか

　菜
な

生
お

●『そばにいるよ、わたしも』
 ……………………………………………………… スムリティ・ホールズ
●『アンパンマンとらんぼうや』
 …………………………………………………………………… やなせ　たかし
●『わんぱくだんのバスごっこ』
 …………………………………………………………………… ゆきの　ゆみこ

　

秋
の
夜
長
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

朝
夕
は
だ
い
ぶ
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て

き
た
今
日
こ
の
頃
、皆
様
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

読
書
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
す
！
本
を

読
み
な
が
ら
自
己
を
見
つ
め
直
す
機
会

や
勉
強
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。皆
様

も
こ
の
時
季
た
く
さ
ん
本
を
読
み
ま

し
ょ
う
。そ
の
際
は
、ぜ
ひ
公
民
館
図
書

室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・・・
W
i
‐
F
i
飛
ん
で
い
ま
す
！
・・・

　

大
変
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。待

望
の
W
i
‐
F
i
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
）が
公
民
館
１
階
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。も
ち
ろ
ん
図
書
室
の
座
席
で
も
電

波
が
届
き
ま
す
。こ
れ
で
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
で
の
勉
強
や
調
べ
物
な
ど
作
業

の
幅
が
広
が
り
ま
す
ね
。
W
i
‐
F
i

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
１

階
掲
示
板
に
記
載
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

設
定
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
・
・
絵
画
を
い
た
だ
き
ま
し
た
・
・
・

　

図
書
室
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
窓
際

に
可
愛
い
ク
マ
さ
ん
の
絵
が
置
い
て

あ
る
の
に
お
気
づ
き
で
す
か
？
実
は

先
月
に
町
内
の
滝
沢
朋
恵
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。ご
本
人
曰
く

昔
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
と
テ
デ
ィ
ベ

ア
が
好
き
で
、子
ど
も
た
ち
か
ら
リ
ア

ル
な
ク
マ
さ
ん
の
絵
に
触
れ
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で
し
た
。お
子
さ
ん
連
れ

の
皆
様
図
書
室
に
お
立
ち
寄
り
の
際

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・・・
公
民
館
図
書
室
か
ら
の
お
願
い
・・・

　

８
月
末
に
蔵
書
点
検
が
終
わ
り
ま
し

た
。現
在
蔵
書
点
検
中
に
貸
し
出
さ
れ

て
い
た
本
を
返
却
さ
れ
た
も
の
か
ら
随

時
点
検
し
て
い
る
最
中
で
す
。ご
自
身

の
お
借
り
し
て
い
る
本
の
返
却
期
限
を

今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。も
し
返
却

期
限
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
ら
早
め
の
返

却
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
・
・
図
書
室
の
基
本
情
報
・
・
・

　

図
書
室
を
利
用
の
際
は
、「
マ
ス
ク
着

用
」、「
長
時
間
利
用
の
回
避
」に
配
慮
い

た
だ
く
と
と
も
に
、必
ず「
入
室
者
記
入

用
紙
」に
記
入
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
室
時
間　

　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

土
日
祝　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
休
館
日　

９
月
26
日
㈪
、10
月
31
日
㈪

■
貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間（
※
予
約
が
な

い
場
合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・

予
約
が
行
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図

書
室　

W
e
b
O
P
A
C
」で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

幻想店舗録　異世界に一番近い場所
Next Level

　まるでジブリアニメや漫画の世界に迷い込ん
だようなリアルな店舗を数々収録。「本当にこん
なところがあるの？」と疑いたくなるような幻想
的な数々の写真を前に見ているとなんだか飲み
込まれそうな感覚になります。素敵な写真がた
くさん載っているイチオシの一冊です。

清水大輔

可愛いクマさんが皆さんを
待っていますよ

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

９月 −長
な が

月
つ き

−

９月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

利き

き
腕う

で

に
力ち

か
ら

を
込こ

め
て
た
わ
し
持も

て

鍋な
べ

を
磨み

が

き
ぬ
午ご

後ご

の
ひ
と
と
き 

風
巻
淳
子

十じ
ゅ
う

五ご

夜や

の
月つ

き

あ
か
り
畳た

た
み

に
差さ

し
込こ

み
て

母は
は

の
遺い

影え
い

を
窓ま

ど

に
向む

け
た
り 

江
村
美
智
代

雨あ
め

の
あ
と
う
す
緑み

ど
り

か
ら
深ふ

か

緑み
ど
り

へ
と

変か

わ
る
五ご

月が
つ

は
輝か

が
や

い
て
い
る 

小
島
香
代
子

コ
ロ
ナ
禍か

の
卒そ

つ

園え
ん

式し
き

の
晴は

れ
衣い

装し
ょ
う

よ
う
や
く
着き

れ
た
四し

月が
つ

に
入は

い

っ
て 
江
村
大
輔

刈か

り
入い

れ
の
そ
よ
ぐ
風か

ぜ

に
も
稲い

な

穂ほ

の
香か

か
す
か
に
流な

が

る
る
曇く

も

り
が
ち
の
日ひ 

津
端
恵
子

朝あ
さ

の
陽ひ

に
薄う

す

き
み
ど
り
の
蜘く

蛛も

の
子こ

は

雨あ
め

に
破や

ぶ

れ
し
巣す

を
か
け
直な

お

す 

貝
澤
圭
子

ふ
わ
ふ
わ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
抱い

だ

き
癒い

や

さ
れ
ゆ
く

我わ
れ

を
思お

も

い
て
嫁よ

め

か
ら
届と

ど

く 

関
谷
郁
子

集む

落ら

に
来こ

し
移い

住じ
ゅ
う

希き

望ぼ
う

の
若わ

か

者も
の

に

「
水み

ず

が
美う

味ま

い
」
と
教お

し

へえ

て
も
ら
ひい

ぬ

 

恩
田
久
美
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
八
月
）

雲く
も

の
峰み

ね

力ち
か
ら

自じ

慢ま
ん

の
腕う

で

の
ご
と 

壽　

子

笛ふ
え

吹ふ

き
の
そ
ろ
ひ
涼す

ず

し
き
音ね

と
な
り
ぬ 

千
年
雄

こ
こ
涼す

ず

し
あ
そ
こ
涼す

ず

し
と
猫ね

こ

の
場ば

所し
ょ 

守　

人

片か
た

蔭か
げ

の
尽つ

く
れ
ば
影か

げ

と
又ま

た

歩あ
ゆ

む 

房　

良

葉は

に
当あ

た

る
雨あ

ま

音お
と

の
増ふ

え
夕ゆ

立だ
ち

か
な 

渡　

舟

斑は
ん

猫め
う

に
励は

げ

ま
さ
れ
往ゆ

く
山や

ま

路ぢ

か
な 

芳　

司

二に

千せ
ん

年ね
ん

眠ね
む

り
の
醒さ

め
て
蓮は

す

花は
な

に 

緑　

病び
や
う

院ゐ
ん

で
十じ

ふ

九く

年ね
ん

ぶ
り
七た

な

夕ば
た

を 

フ
ミ
子

橙だ
い
だ
い

の
淡あ

わ

き
模も

様よ
う

の
付つ

け
下さ

げ
を

背せ

す
じ
伸の

ば
し
て
子こ

の
母は

は

着き

た
り
（
孫
入
学
式
）

 

丸
山
直
子

夜よ

の
森も

り

に
霧き

り

降ふ

り
や
ま
ぬ
時と

き

を
し
も

ひ
と
つ
蛍ほ

た
る

の
闇や

み

に
ゆ
ら
め
く 

小
野
寺
恒
代

西に
し

陽び

除よ

け
ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
作つ

く

ら
むん

と

プ
ラ
ン
タ
ー
三さ

ん

個こ

に
ネ
ッ
ト
を
這は

はわ

す 

麻
績
初
恵

道み
ち

を
逸そ

れ
友と

も

は
指ゆ

び

さ
す
山さ

ん

野や

草そ
う

二ふ
た

人り

静し
ず
か

の
花は

な

房ふ
さ

立た

ち
て 

高
橋
春
枝

ま
ほ
ろ
ば
の
秋あ

き

山や
ま

郷ご
う

の
景け

い

観か
ん

を

歴れ
き

史し

説と

く
師し

の
智ち

の
豊ゆ

た

か
な
り
（
故
萩
原
先
生
）

 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

日ひ

に
一い

ち

度ど

散さ
ん

歩ぽ

の
友と

も

と
立た

ち
話ば

な
し

終お
わ

り
て
和な

ご

む
帰き

路ろ

は
軽か

る

や
か 

中
村
武
子

猛も
う

暑し
ょ

去さ

り
露ろ

軍ぐ
ん

侵し
ん

攻こ
う

と
コ
ロ
ナ
禍か

の

終し
ゅ
う

結け
つ

祈い
の

る
九
月が

つ

と
な
り
ぬ 

島
田
眞
之
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＜実施された行事＞
〔8月〕
	 24日	 県町村議会議長会議長会議（議長）
	 24日	 津南病院運営審議会（総文委員長、
	 	 運営審議会議員）
	 24日	 ㈲イングリッシュアドベンチャーサマー
	 	 キャンプ視察（総文福祉常任委員会）
	 24日	 一般質問〆切日
	 24日	 新潟県後期高齢者医療広域連合
	 	 議会定例会（広域連合議会議員）
〔9月〕
	 2日	 議会運営委員会
	 2日	 全員協議会
	 2日	 保育園増築工事に関わる
	 	 調査特別委員会

	 2日	 国民健康保険運営協議会（副議長）
	 2日	 稲作・畑昨	作況調査（産業建設
	 	 常任委員会）
	8日～16日	 令和４年第３回定例会
	 12日	 議員定数等特別委員会
＜今後予定されている行事＞
〔9月〕
	 29日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 （議長、広域事務組合議会議員）
	 30日	 町村議会広報研修会（広報特別委員会）
〔10月〕
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 全員協議会
	 14日	 町村議会議員研修会（後期）

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

 4600日 鈴木カヨ(船山新田)
 3500日 大倉敏雄（小下里）
 3000日 石橋俊治（割野）
 2700日 板場喜恵子（辰ノ口）
 2100日 城澤作義（小下里）
 1400日 清水政利（大割野）
 900日 中澤久征（中深見）

主な運動：ウォーキング、テレビ体操、ゲートボール他

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や

そ
の
他
の
所
得
が
、
一
定
基
準
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
か
た

【
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

か
た
】

（
次
の
要
件
を
満
た
し
た
か
た
）

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

【
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
か
た
】

（
次
の
要
件
を
満
た
し
た
か
た
）

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円

以
下
で
あ
る

■
請
求
手
続
き

　

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
た
に

は
、
簡
易
な
請
求
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
日

本
年
金
機
構
よ
り
９
月
１
日
㈭
か
ら

順
次
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
封
の

ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求

書
）
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
か
た

は
、
年
金
請
求
手
続
き
と
あ
わ
せ
て

六
日
町
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
求
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で

も
、
世
帯
構
成
等
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
な
ど
は
受
給
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
10
月
分
か

ら
の
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
早
め
に
請
求
書
（
は
が
き
）
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

津南町防災メールに登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報などをメールにて配信!
■登録方法

QRコードを読み込むか下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@mail-mag.net

QRコード

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

『
年
金
生
活
者

『
年
金
生
活
者

　
　

支
援
給
付
金
』制
度

　
　

支
援
給
付
金
』制
度
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

　

津
南
町
と
栄
村
の
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域

の
宝
物
で
あ
る
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
体

験
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
子
ど
も
探
検
隊
を
募
集
、

４
回
の
探
検
に
で
か
け
ま
す
。
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
や
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ

た
活
動
を
通
し
て
、
五
感
を
フ
ル
活
用
し
心

身
で
学
ぶ
場
を
作
り
、
そ
う
い
っ
た
状
況
で

培
わ
れ
る
関
係
性
、
絆
を
大
切
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

全
４
回
の
う
ち
、
１
回
目
は
９
月
17
日
に

「
生
き
も
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
を
行
い
ま
し

た
。
残
り
３

回
は
、
下
記

の
日
程
で
開

催
予
定
。
１

回
で
も
参
加

可
能
で
す
。

探
検
②
「
川
原
で
お
宝
さ
が
し
」

10
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
前
12
時

　
　
　
　
　
　

中
津
川
ま
た
は
千
曲
川

探
検
③
「
展
望
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
＊
親
子
参
加

11
月
３
日
㈷　

午
前
９
時
～
午
後
1
時

　
　
　
　
　
　

中
津
川
左
岸
散
策
道

探
検
④
「
カ
モ
シ
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

３
月
18
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
前
12
時

　
　
　
　
　
　

栄
村
今
泉
周
辺

■
対
象　

小
学
３
年
生
～
６
年
生

　
　
　
　
（
探
検
③
は
親
子
参
加
）

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

各
探
検
20
人

■
申
込
締
切　

各
探
検
の
１
週
間
前

＊
集
合
場
所
・
持
ち
物
等
に
つ
い
て
は
、
参

加
者
に
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

ジ
オ
パ
ー
ク

子
ど
も
探
検
隊
隊
員
募
集
！

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！
仲
間
と
チ
ー
ム
を
作
り
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日　

時　

10
月
９
日
㈰　

午
前
８
時
半
か
ら

■
場　

所　

中
津
川
運
動
公
園

■
対　

象　

町
内
在
住
・
在
勤
・
通
学
者

■
参
加
料　

1
チ
ー
ム　

１
，５
０
０
円

■
申
込
締
切　

９
月
26
日
㈪

　
　
　
　
　
　

※
先
着
８
チ
ー
ム

■
そ
の
他　

大
会
要
項
と
申
込
用
紙
は
総
合

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

　

２
時
間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し

ま
す
。家
族
や
仲
間
、地
域
の
か
た
と
チ
ー
ム

を
組
み
、和
気
あ
い
あ
い
と
駆
け
抜
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
日　

時　

10
月
９
日
㈰　

午
前
８
時
半
か
ら

■
場　

所　

中
津
川
運
動
公
園

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。受
付
期
間
に
カ
ー

ド
を
受
け
取
り
、チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
る

と
、お
菓
子
が
も
ら
え
ま
す
。ぜ
ひ
み
ん
な
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、仮
装
し
た
写
真

を
メ
ー
ル
で
送
る
と
抽
選
で
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
！

■
カ
ー
ド
配
布

　

10
月
17
日
㈪
～
10
月
28
日
㈮
ま
で
の
平
日

■
配
布
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
半
の
間

■
配
布
場
所　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

保
育
園
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

■
参
加
費　

1
人　

２
０
０
円

■
定　

員　

先
着
１
０
０
名

■
そ
の
他　

詳
細
は
各
学
校
・
保
育
園
に
掲
示

し
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ　

７
６
５
‐
５
７
７
６

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

第
37
回
新
潟
日
報
杯
争
奪

津
南
町
駅
伝
大
会
参
加
者
募
集

 

T
a
p 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
行
い
ま
す

■
対　

象　

小
学
生
以
上
で
町
内
在
住
・
在
勤

■
チ
ー
ム　

小
学
生
又
は
女
性
を
入
れ
た
２

～
６
名
で
構
成

■
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
，０
０
０
円

■
申
込
締
切　

９
月
26
日
㈪

■
そ
の
他　

同
日
に
オ
ー
プ
ン
レ
ー
ス
を
実
施

し
ま
す
。こ
ち
ら
は
事
前
申
し
込
み
不
要
で
参

加
料
は
無
料
で
す
。

・
幼
児
レ
ー
ス
（
４
０
０
ｍ
）

・
小
学
生
以
上
（
１
，
０
０
０
ｍ
）
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■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

笹葉峰と中津川

シンポジウムの様子

昨年の展示の様子

布ぞうり

投槍器をつくろう

●秋季企画展 「苗場山麓1,800万年の軌跡」
　会　期：9月3日㈯～ 10月23日㈰
　入館料：大人300円、中学生以下無料
　苗場山麓大地の1,800万年間の成り

立ちを知り、自然とヒトとの関わりを

岩石資料、考古資料、歴史資料、民俗資

料の展示を通して紹介します。

●津南シンポジウムⅩⅧ
　「苗場山麓ジオパークの防災を考える
　  ～過去から現在、そして未来へ～」
　日　時：10月1日㈯　午後1時～午後５時
　会　場：花とほたる 湯のさと 雪国　　参加費：無料
　近年、地球規模の環境変動により災害が激甚化している

なかで、災害の歴史やその様相を改めて探ります。

　お申し込み先：津南町教育委員会文化財班　☎765-2299

●第4回 苗場山麓ジオパーク研究展
　会　期　9月23日㈷～ 10月6日㈭
　苗場山麓ジオパークをテーマに研究した地域の子どもた

ちの作品が並びます。

●布ぞうりづくり
　日　時：10月9日㈰　午後1時30分～午後３時30分
　体験料：800円　　対　象：小学5年生～大人
　細かく紐状に裂いた布でぞうりを編みます。

●投槍器をつくろう
　日　時：10月16日㈰　午前10時～午前11時
　体験料：1,000円　　対　象：小学3年生～大人
　槍を遠くまで飛ばす道具を作ります。手で投げるのと

どれだけ違うか試してみましょう！

10 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈯ 9:00～11:00 秋の自然観察会 ～ヤブツルアズキ～ 500 低学年以上

2日㈰ 10:00～12:00 陶芸（マグカップ） 1,000 中学年以上

8日㈯ 9:00～10:30 身近な薬草 500 低学年以上

9日㈰
9:30～11:30 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:30 布ぞうりづくり 800 高学年以上

10日㈷ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

15日㈯ 10:00～11:00 苔玉づくり 700 低学年以上

16日㈰ 10:00～11:00 投槍器をつくろう 1,000 中学年以上

22日㈯ 9:00～11:00 秋の自然観察会 ～地衣類～ 500 低学年以上

23日㈰ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

29日㈯ 10:00～11:00 木の実のリース 1,000 低学年以上

30日㈰ 13:30～15:30 樹皮細工 ～アクセサリーづくり～ 2,000 高学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

お
店
の
後
ろ
側
で
商
品
を

作
っ
て
い
る
お
店
も
あ
っ
て
、

そ
の
様
子
を
眺
め
る
の
も
新

鮮
で
良
か
っ
た
で
す
。家
で

使
っ
て
い
る
お
箸
が
ボ
ロ
ボ

ロ
だ
っ
た
の
で
、お
箸
を
買

い
ま
し
た
。欲
し
い
も
の
も

買
う
こ
と
が
で
き
て
、大
満

足
で
し
た
。	

反
り
目
直
史

表
紙
の
写
真　

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス「
だ

ん
だ
ん
」が
10
月
１
日
に
つ
い
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
！
誰
で
も
気
軽
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
た
め
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■人口8,940（−８）　男4,349（−１）　女4,591（−７）

■世帯数3,476（＋４）　■転入／ 12　■転出／ 16　■出生／６　■死亡／ 10　■婚姻／０９月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

福原　　怜
れい

（陣場下） 歩さん
 智子さん

桑原　涼
すず

夏
か

（美雪町） 和弥さん
 萌香さん

桑原　太
たい

志
し

（十二ノ木）
 和幸さん
 千佳子さん

恩田　光
みつ

稀
き

（鹿渡新田）
 祐紀さん
 路子さん

野田　莉
り

亜
あ

（赤沢） 貴生さん
 知秋さん

恩田　卓茂さん	 （83歳・鹿渡）

小林　キイさん	 （98歳・割野）

大口　重敏さん	 （82歳・米原）

高橋平八郎さん	 （91歳・正面）

滝沢　勝枝さん	 （87歳・正面）

桑原　辰雄さん	 （94歳・大割野）

福原　　光さん	 （85歳・正面）

山岸　愛子さん	 （71歳・下加用）

柳沢　正見さん	 （94歳・卯之木）

藤ノ木タツヱさん	（92歳・太田新田）

　

９
月

10
日
に

ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。初
め
て
行
っ
た

の
で
す
が
、１
０
０
店
舗
ほ

ど
が
出
店
し
、そ
れ
ぞ
れ
が

個
性
あ
ふ
れ
る
商
品
を
売
っ

て
い
て
、眺
め
て
い
る
だ
け

で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

N
ajom

on Inform
ation

戸 籍 の 窓


